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□
空
き
家
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

a
５
月
〜
平
成
２９
年
３
月
の
毎
週
金

曜
日
、
午
後
６
時
〜
８
時　

g
空
き

家
の
所
有
者
や
相
続
人
、
近
隣
の
人

等
を
対
象
と
し
た
無
料
電
話
相
談

（
☎
０
４
８
＝
８
３
８
＝
１
８
８

９
）　

b
埼
玉
司
法
書
士
会
☎
０
４

８
＝
８
６
３
＝
７
８
６
１

□
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送

a
５
月
９
日
㈪
〜
１３
日
㈮
、
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時　

g
放
送
内
容

は
次
の
と
お
り
。
「
こ
ち
ら
は
防
災

こ
し
が
や
で
す
。
た
だ
今
か
ら
試
験

放
送
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
で
試
験
放

送
を
終
わ
り
ま
す
」　

b
危
機
管
理

課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
５

□
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区
に
つ
い
て
の

公
聴
会
の
開
催

　

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区
の
用
途

地
域
を
変
更
す
る
た
め
、
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
公
聴
会…

a
６
月
２０
日
㈪
、
午
後

２
時
か
ら　

d
平
和
堂
ビ
ル
３
階
会

議
室　

f
市
内
に
住
所
の
あ
る
個

人
・
法
人　

e
５
月
９
日
㈪
〜
２３
日

㈪
に
公
述
申
出
書
（
都
市
計
画
課
で

配
布
の
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
可
）
を
都
市
計
画
課
へ
（
郵
送

可
）。申
し
出
が
多
数
の
場
合
は
選
考

す
る
場
合
あ
り

▽
原
案
の
縦
覧
期
間…

a
５
月
９
日

㈪
〜
２３
日
㈪
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分　

d
都
市
計
画
課
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
）

＊
公
述
申
し
出
者
が
い
な
い
場
合

は
、
公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

開
催
の
有
無
は
、
５
月
３０
日
㈪
ま

で
に
公
告
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
公
聴
会
会
場
（
当
日
）
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

b
都
市
計
画
課
（
本
庁
舎
３
階
）
☎

９
６
３
＝
９
２
２
１

□
ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
！！

　

毎
年
、
春
か
ら
初
夏
は
野
鳥
の
子

育
て
の
季
節
で
す
。
身
近
な
場
所
で

も
、
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
が
聞
か

れ
、
か
わ
い
い
ヒ
ナ
に
出
会
う
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
野
鳥
の

ヒ
ナ
は
ま
だ
上
手
に
飛
べ
な
い
状
態

で
巣
立
つ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
ヒ
ナ
で
も
多
く
は
親
鳥

が
食
べ
物
を
運
ん
だ
り
安
全
な
場
所

へ
導
い
た
り
し
て
育
て
て
い
る
最
中

な
の
で
す
。
迷
子
だ
と
思
っ
て
拾
っ

て
し
ま
う
と
、
親
鳥
か
ら
引
き
離
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

自
然
界
で
は
、
巣
立
ち
後
に
親
鳥

と
過
ご
す
わ
ず
か
な
期
間
（
１
週
間

か
ら
１
カ
月
）
に
「
何
が
食
べ
物

で
、
何
が
危
険
か
」
な
ど
を
学
習
し

て
ひ
と
り
立
ち
す
る
の
で
、
人
に
育

て
ら
れ
た
ヒ
ナ
は
自
然
の
中
で
生
き

て
い
け
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

巣
立
つ
ま
で
ヒ
ナ
を
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

３
、
㈶
日
本
野
鳥
の
会
☎
０３
＝
５
４

３
６
＝
２
６
２
２

□
ご
存
知
で
す
か

　

人
権
擁
護
委
員
制
度

　

昭
和
２４
年
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
人
権
擁
護
委
員
法
に
よ
り
、
国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
人
権
擁

護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、
市
内
に

は
１０
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま

す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
全

国
で
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

a
６
月
２
日
㈭
、
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時　

d
中
央
市
民
会
館
４
階
第
４

相
談
室　

g
人
権
問
題
に
関
す
る
相

談
（
無
料
。
秘
密
厳
守
）

＊
右
記
の
日
時
以
外
に
も
毎
月
第

１
・
３
木
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
週
の
木
曜
日
）
の
午
後
１
時
〜

４
時
に
、
同
会
場
で
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
（
１５
面

参
照
）

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課
☎

９
６
３
＝
９
１
１
９

□
平
成
27
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
苦
情
申
し
出
の
処
理
状
況

　

市
で
は
、
越
谷
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参

画
を
妨
げ
る
事
案
へ
の
苦
情
が
あ
っ

た
場
合
、
苦
情
処
理
委
員
が
適
切
に

処
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
苦

情
処
理
委
員
は
、
毎
年
市
長
に
処
理

状
況
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
平
成
２７
年
度
の
苦
情

申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
過
去
の
苦
情
申
し
出
の
処
理
状
況

等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

情
報
公
開
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎
２

階
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課
☎

９
６
３
＝
９
１
１
３

□
野
球
場
貸
し
出
し
抽
選
会

a
６
月
３
日
㈮
、
午
後
７
時
か
ら
受

付
。
午
後
７
時
３０
分
か
ら
抽
選　

d

市
民
球
場
会
議
室　

g
９
月
の
日
曜

日
分
の
抽
選　

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や

く
」
に
登
録
し
て
い
る
越
谷
市
内
の

チ
ー
ム　

h
使
用
料
は
使
用
日
の
翌

月
に
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
の
登
録

口
座
か
ら
振
り
替
え
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
江
戸
川
広
域
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
抽
選
日
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い　

c
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」

の
登
録
カ
ー
ド
（
事
前
に
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

へ
）

＊
納
付
済
の
使
用
料
に
つ
い
て
雨
天

等
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
使
用
料
還
付
申
請
が
必
要
で

す
。
領
収
書
・
振
込
先
口
座
番
号

・
領
収
書
の
宛
名
の
方
の
認
印
を

お
持
ち
の
う
え
左
記
へ

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の
一
部
施
設
の

利
用
休
止
に
つ
い
て

　

５
月
９
日
㈪
〜
１４
日
㈯
は
特
別
清

掃
の
た
め
、
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
が

で
き
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
は
平
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

b
越
谷
市
民
プ
ー
ル
☎
９
９
２
＝
６

６
０
２

□
子
ど
も
会
で
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か

　

皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
は

子
ど
も
会
が
あ
り
、
納
涼
会
や
遠
足

キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
地
域
の
仲

間
を
増
や
し
、
一
緒
に
楽
し
く
活
動

し
ま
せ
ん
か
。

b
越
谷
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
☎
９
６
６
＝
３
１
２
２

□
文
化
総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
―

越
谷
文
化
」
第
34
号
販
売
中

 

随
筆
・
レ
ポ
ー
ト
・
小
説
・
詩
・

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
写
真
の
ほ

か
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
に
よ
る

作
文
や
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
販
売
場
所
は
生
涯
学
習
課
（
第

二
庁
舎
４
階
）
、
大
間
野
町
旧
中
村

家
住
宅
、
旧
東
方
村
中
村
家
住
宅
、

市
立
図
書
館
、
南
部
図
書
室
、
こ
し

が
や
能
楽
堂
、
市
内
の
一
部
書
店
。

販
売
価
格
は
７
０
０
円
。

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０

７□
農
家
の
方
へ
農
地
の
賃
借
料
情
報

　

市
内
の
農
地
の
実

勢
賃
借
料
を
公
表
し

ま
す
。
平
成
２７
年
１

月
〜
１２
月
に
締
結

（
公
告
）
さ
れ
た
賃

貸
借
に
お
け
る
賃
借

料
水
準
（
１０
ア
ー
ル

あ
た
り
）
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。
農

地
の
貸
し
借
り
の
目

安
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

b
農
業
委
員
会
事
務

局
☎
９
６
３
＝
９
２

７
９

□
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
東
日
本

大
震
災
の
義
援
金
受
け
付
け
を
延

長
し
て
い
ま
す

〈
４
月
22
日
現
在
の
義
援
金
〉　

９
６

０
６
万
２
５
２
７
円（
２
０
０
０
件
）

　

義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
、
被
災
さ
れ
た
方
へ
分
配
さ
れ
ま

す
。

〈
受
付
場
所
〉　

各
地
区
セ
ン
タ

ー
、
市
役
所
本
庁
舎
総
合
受
付
、
福

祉
推
進
課
（
第
三
庁
舎
２
階
）
、
北

部
・
南
部
出
張
所
、
中
央
市
民
会

館
。
領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
職
員

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い

b
福
祉
推
進
課
☎
９
６
３
＝
９
３
２

０

　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

は
、
高
齢
の
方
が
市
に
登
録
さ
れ
た

介
護
保
険
施
設
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
と
、
活
動
実
績
に
応
じ

て
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、
貯
め
た
ポ

イ
ン
ト
を
換
金
で
き
る
制
度
で
す
。

平
成
２３
年
１０
月
か
ら
開
始
し
、
昨
年

度
は
約
２
８
０
人
の
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
、
市
内
約
９０
機
関
の
介

護
保
険
施
設
な
ど
で
活
動
し
ま
し

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
健
康
増
進
だ
け
で
な
く
、
地
域

貢
献
な
ど
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も

な
り
ま
す
。
あ
な
た
も
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

〈
対
象
者
〉　

市
内
在
住
の
６５
歳
以

上
の
方
（
越
谷
市
介
護
保
険
第
１
号

被
保
険
者
）

〈
登
録
手
続
き
〉　

社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
中
央

市
民
会
館
２
階
）
で
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
、
手
帳
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い

＊
登
録
時
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
流
れ
〉

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
受
け
入
れ

登
録
を
し
て
い
る
施
設
に
直
接
連
絡

を
し
て
、
活
動
日
や
時
間
を
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
お
互
い
に
条
件
が
一

致
す
れ
ば
活
動
開
始
と
な
り
ま
す
。

活
動
終
了
後
、
受
け
入
れ
施
設
の
担

当
者
か
ら
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
が
押
印

さ
れ
ま
す
。

②
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
の
換
金
申
請

　

年
間
最
大
５
０
０
０
円
ま
で
、
翌

年
度
に
行
い
ま
す
（
交
付
金
が
支
給

さ
れ
る
の
は
、
介
護
保
険
料
の
滞
納

が
な
い
方
に
限
り
ま
す
）
。

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
平
成

２８
年
６
月
１
日
現
在
で
、
「
平
成
２８

年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。
全
国
の
す
べ
て
の
事

業
所
お
よ
び
企
業
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
産
業
分
野
の
売

上
（
収
入
）
金
額
や
費
用
な
ど
の
経

理
項
目
を
同
一
時
点
で
網
羅
的
に
把

握
し
、
我
が
国
に
お
け
る
事
業
所
・

企
業
の
経
済
活
動
を
全
国
的
お
よ
び

地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
事
業
所
お
よ
び
企
業
を
対
象
と

し
た
各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
結
果
は
、
各
種
行
政
施
策
な
ど

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。

　

５
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
証
と
腕

章
を
着
用
し
た
調
査
員
が
調
査
票
の

記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回

答
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）
。

＊
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計

以
外
の
目
的
で
の
使
用
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
に
必
要
な
制
度
上
の
規
律

が
厳
格
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

b
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
２
１

お
知
ら
せ

相
談

越谷市全域
田　（水　稲）
畑　（普通畑）

平　均　額 最　高　額
10,000円
12,000円

最　低　額
8,800円
11,100円

5,000円
10,000円

平成28年4月1日公表

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

始
め
ま
せ
ん
か

B
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８
７
、

社
会
福
祉
協
議
会
☎
９
６
６
＝
２
２
５
１

経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平成28年


